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１ヶ月に及ぶ田島寮寮祭がようやく終わった｡ ５月

20日の駅伝大会から始まり, 体育系では, バスケット

やサッカー, 文化系では, お絵かきやゲームなどさま

ざまな種目を一年生が棟ごとに競い合った｡ 今年で第

50回を迎えるこの田島寮寮祭の面白いところは, 競技

する一年生自身が企画・準備・運営を行うということ

だ｡ 二年生のアドバイスをもらうこともあるが, 当日

の進行に支障をきたさぬよう, 一年生は担当する競技

の企画書を何度も何度も練り直していた｡ また, ６月

24日に行われた樽神輿では棟ごとに１位が赤, ２位が

青, ３位が黄のふんどしをつけて, 顔をくしゃくしゃ

にしながらも懸命に神輿をかついでいた｡

今回の寮祭を通して, 寮祭実行委員は２つのことを

伝えたかった｡

楽しく, 時には辛い寮祭を通して, 彼ら一年生は仲

間という一生消えることのない絆を手に入れたはずだ｡

確かに普通のスポーツ大会においても, その仲間は得

られるかもしれない｡ しかし, この田島寮寮祭では,

赤いふんどしを勝ち取るために協力し合う仲間と, 生

活を共にしている｡ そんな中では, 一年生は互いのプ

ラス面だけでなく, マイナス面すらも目の当たりにし

てきただろう｡ それを指摘しあい, 互いの人間性を高

めあうことができるのは, 田島寮寮祭において得られ

た仲間だけではないだろうか｡ これほどの深い絆はこ

の寮祭においてしか決して生まれない｡

もう１つ伝えたかったものは, やる時はやるという

気概だ｡ 目の前につきだされたものを後先考えず, ま
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ずやってみる｡ 赤いふんどしを取るためにがんばるこ

と, ましてやそのふんどしを着けて神輿をかつぐこと,

それ自体も今では周囲の人からは冷ややかな目で見ら

れるかもしれない｡ でも, そんなことはどうでもいい,

理屈じゃない, と覚悟を決めて立ち向かうことが重要

ではないだろうか｡ 確かに後に残るのは結果だけだ｡

もちろん, それは大事であるし, 社会に出れば, 結果

だけしか評価されないだろう｡ しかし, それに誇りが

もてるかどうかは目の前のことへの取り組み方次第だ｡

そのとき自分が後悔しないためにも, やる時はやる,

という気概をいつまでも忘れないでほしい｡

第50回田島寮寮祭のテーマは, ｢襷｣ ～想いつなぐ

一本の絆～であった｡ 50年という本当に長い歴史とと

もに, 寮生の50年分の想いがつながれてきた｡ 寮祭実

行委員は今年の一年生にその大切な想いが伝わったと

信じている｡ その想いをまた来年の一年生に, ｢襷｣

として受け渡されていくことを心から願っている｡

この１ヶ月という長い期間一年生は本気でこの記念

すべき寮祭に取り組んでくれるのか, 最初はそんな不

安もあった｡ しかし, どんな競技においても真剣に打

ち込む一年生の姿には感動すらおぼえた｡ そしてまた,

一年生のかつぐ樽神輿の上からの景色も壮観だった｡

みんな本当によくがんばった｡ ありがとう｡

最後に, この寮祭を通して, 応援・協力していただ

いた方の数は計り知れません｡ 寮祭実行委員を代表し

て心より御礼申し上げます｡ 本当にありがとうござい

ました｡
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日本に来る前に, 日本についてのビデオやテレビ番

組から, 日本にはいろんな祭りがあることを知りまし

た｡ 日本に来て日本の伝統的な文化もぜひ味わいたい

と思いました｡ 九州大学に入学して, 田島寮に入りま

した｡ 仲の良い友達や知り合いもいないこの地福岡で,

これからの大学生活はどうなるのかと考え, たくさん

の不安でいっぱいでした｡ 田島寮に入ってからは, 一

緒に住んでいる友達や先輩方にいろいろなことを教え

てもらって, 生活の面でもたくさん助けてもらいまし

た｡ 皆がまるで家族のように生活し, 田島寮の暖かさ

を感じました｡ そして, 去年の寮祭が始まる前に, 先

輩方に ｢寮祭ではいろんな競技があって, 参加すれば

肉体的にも精神的にもつらいかも知れない｡ 原則的に,

日本人の寮生は全員強制参加することで, 留学生なら

別に参加しなくても大丈夫｣ と説明されました｡ せっ

かく日本の学生寮に入ったのだから, 日本の文化を体

験する絶好のチャンスである寮祭に積極的に参加して

みました｡ その寮祭の中では仲間達と一緒に戦ったり,

お互いに応援したりして, みんなが一致団結できまし

た｡ 寮祭の楽しさをたっぷり味わった上で寮生の間の

友情もより一層深まりました｡ ただひとつ残念だった

のは, その寮祭に参加した留学生は私一人だけだった

ことです｡ 留学生と日本人の間に言葉の壁もあるし,

自ら寮祭を参加するという意志を持つことは大変難し

いでしょう｡ もしそこで彼らに寮祭のことを詳しく説

明して寮祭に誘ってあげる人がいれば, 留学生たちも

寮祭に参加しやすくなり, 大切な友情を得ることがで

きるだろうと思いました｡ だから今年は, 仲間達と協

力し, 田島寮では留学生の枠を崩して, 留学生でも楽

しめる寮祭を作りたいと考えて, 寮祭の実行委員をし

ようと決心しました｡

寮祭をうまく運営するために, 寮祭の実行委員達は

何回も何回も会議を開きました｡ 会議の中では皆が真

剣に意見を出して, 討論も行いました｡ そこで自分の

意見が採用された時の喜びそしてお互いの信頼感も感

じました｡ 正直に言うと, 普段あまり使わない命令形

で一年生に指示を出すことに自信がありませんでした｡

話を聞いてくれるだろうか, ちゃんと返事してくれる

だろうか, いろいろ心配でしたが, 寮祭は始まりまし

た｡ 一年生達は指示通りにしてくれて, それに日本人

も留学生も問わずに皆団結してどんな試合でも本気を

出して戦いました｡ 彼らの姿を見るだけで感動しまし

た｡ 本祭で一年生達にその一ヶ月間に流れた汗と涙の

結晶である神輿を担いでもらったとき, 自分の気持ち

も最高潮に達しました｡ 本当に実行委員をして良かっ

たと思いました｡ いつも日本の祭りを見てみたいなと

思っていましたが, まさか自分がその祭りの主役の一

人になるとは考えても見ませんでした｡ この寮祭は私

の一生にとっても最も大切な思い出になると思います｡

寮祭はあっという間に終わりました｡ 一年生達はこ

の寮祭で楽しんでくれたでしょうか｡ 楽しむことより

もっと大切なものは, この寮祭を通して一生大切にす

べき仲間達ができたことでしょう｡ これからも国籍を

問わずに, 皆が仲良くなって, 暖かい寮を作って行き

ましょう｡ それが田島寮だと思います｡
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九州大学田島寮第50回寮祭 樽神輿局 ○×△□,

赤, 青, 黄の３台の神輿の上から, 威勢のいい若者た

ちの声が, 天神のビル街に響き渡る｡ 行きかう人たち

の視線は, 25年前と同じく, 赤, 青, 黄, 3色のふん

どし姿の担ぎ手たちに釘付けである｡ そうだ彼らこそ

が寮祭のメイン“樽神輿”の主役たちである｡

50回の記念寮祭のテーマは“襷 (たすき)”, 神輿の

上では袴姿の実行委員が叫んでいる｡ 神輿が肩に食い

込む痛みは半世紀の歴史の重みだ｡ 神輿の下で彼らも

応じる｡ わっしょい, わっしょい, わっしょい, わっ

しょい｡ 祭りはすでに最高潮だ｡

“祝 第50回田島寮寮祭”, まず, 寮祭を立ち上げた

50年前の先輩方に敬意を表すと共に, 多くの��, 現

寮生のほか, いつも影で寮生を見守り, 歴史の下支え

をしてこられた寮務係をはじめとする大学関係者の方

々と, 喜びを分かち合いたい｡

実は, 私も25年前, 副実行委員長として樽に乗せて

もらった｡ その時のテーマは,“酔翔 (よいしょ)”,

破天荒な若者が数多くおり, 飛躍を求めたエネルギッ

シュな寮祭となった｡ フォークシンガー“河島英吾”

を招いてコンサートを成功させたのは特筆ものだが,

メインの樽神輿では力及ばず, 天神乗り入れ断念とい

う汚点を残した｡ その無念さを晴らすかのように, 神

輿は六本松で暴れまわった｡ 思い思いに掛け声をかけ,

寮歌を歌った｡ 少しの酒で酔いが廻るよう一升瓶を回

し飲みしては, 団結踊りで気勢をあげた｡ 田島寮に戻

った後も興奮収まらない後輩たちと樋

井川に飛び込んだことを, 鮮明に覚え

ている｡

さて, 25年の歳月を即座にタイムス

リップさせてくれる学寮とは何なのだ

ろう｡ 学寮は勉学の場であると共に人

間形成の場である｡ 雑多の個性が入り

乱れての共同生活, 夜な夜な至る所で

酒を片手に討論会が催されていた｡ と

もに喜び, 悩み, 悲しみを分け合あう

中で醸成された絆は家族のように強か

った｡ また, 個々が寮自治に携わり, 種々行事の企画

運営をすることで, 指導力, 企画調整力, 判断力, 実

行力といった社会において武器となる資質体得の機会

を提供し続けてきた｡ まさに,“伝統のぬか床”であ

る｡

人間は, 考えるがゆえに, 思い悩み, 迷う｡ そのた

め, 安息の場所を持つ人間は強い｡ 寮生活を経験した

我々にとって, 幼少の時代をすごした故郷のように,

学寮での思い出は財産である｡ そこに身をおけば, 何

時も気安く迎えてくれる友がおり, 問題解決のヒント

がある｡ 学寮はそんな心の故郷なのだ｡ 学寮への愛着

はそのまま九大への愛着, 誇りとなり, 日々の生活の

大きな糧となっているに違いない｡

私は, 現在, 九州大学松原寮同窓会の会長をしてい

る｡ 今年で23年目を迎えた同窓会には, 現松原寮生も

含め300余名の会員が名を連ねている｡ 寮をこよなく

愛し, 寮生活が忘れられない者たちの任意集団である｡

今回, 田島寮があと数年で廃止されるというニュース

を聞きつけ, いてもたってもいられず駆けつけた訳だ

が, 寮生の神輿を守ろうという志が伝わってきて嬉し

かった｡ できれば, この田島寮のよき伝統を何とか残

すことはできないだろうか｡ 友を愛し, 寮を愛し, 母

校を愛す心こそ, 今の時代に必要であるように思う｡
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高校三年生の頃に, 九州大学についてホームページ

で調べていたところ, ドイツ・インターンシップ研修

旅行のページを見つけ, 大変興味を持ったのがすべて

の始まりである｡ もともと, ドイツ語に興味があり,

大学では第二外国語はドイツ語を学ぼうと決めていた

矢先に, この旅行について知った｡ また, ドイツに行

くなら, 観光などで行ける大都市よりも, 田舎町でド

イツ人の素の生活に触れたいと思っていたので, 田舎

町でホームステイでき, しかもインターンシップまで

できるというこのインターンシップ研修旅行は, まさ

に私が求めるものだった｡ 他の大学にはなかった企画

で, この旅行に参加したいという思いが動機の一つと

なって私は九州大学を受験し,無事入学に至った｡ ｢来

年の春, ドイツに行くんだ｣ という思いから, 普段の

ドイツ語の授業にも身が入り, 楽しく学ぶことができ

た｡ やはり言語は, 使う機会を持って学ぶのが一番だ

と実感した｡ ６月中旬に説明会があり, その一ヵ月後

あたりから週に一度の勉強会がはじまった｡ この勉強

会はもちろん, 旅行のためのドイツ語会話の習得や旅

行の手続きなどのためのものである｡ 早い時期から勉

強会があり, ドイツに行くという思いが持続できた｡

こうして半年と数ヶ月, ドイツに向けての準備を着々

と進めていったのである｡ とはいうものの, 言語面で

は, 聞き取りがまだまだである上に, 語彙力もなく,

自分の意見を話せるレベルまでには到底達していなか

った｡ ひたすらドイツ語を聞いて, 耳に馴染ませるの

で精一杯だった｡

このような状況の中, 2006年３月, 私はドイツへと

旅立った｡ これから一ヶ月間, ドイツで暮らしていく

かと思うと, 期待ももちろんあるが, 不安が大きかっ

た｡ しかし, ドイツにつくと, そこは一面の雪景色で,

まるで絵本のような世界が私たち参加者を迎えてくれ

た｡ さらに駅に着くや否や, ホストファミリーの温か

い出迎えがあり, 不安な気持ちは次第に消えていった｡

しかし, 言語面については聞き取ることがなかなかで

きず, ホームステイ先の家族とコミュニケーションを

取るのに苦労した｡ しかし, 一日, 二日と日を追うご

とに聞き取れる量や話せる量が増え, 家族とも打ち解

けることができた｡ ドイツに来て初めの一週間は毎日

が目新しいことばかりで, とりわけ初めの三日間は,

何が起こるかわからないといった感じの, 不安とわく

わくする気持ちの入り交じった生活で, 今思い起こし

てもどきどきするものだ｡ 新しい世界へ飛び込む機会

はそうあるものではないし, かつ外国で生活すること

もなかなかないので, 貴重な経験ができたことを嬉し

く思っている｡

ここで, このドイツ・インターンシップ研修旅行に

ついて改めて簡単に説明しようと思う｡ 中南ドイツの

保養地として有名な��������に, 一ヶ月間ホーム

ステイをしながら, 最初の一週間は午前中にドイツ語

の語学授業を受け, 午後は町の見学などを行い, 残り

の三週間はインターンシップをして過ごすという内容

である｡ インターンシップ先は, 自分で希望でき, 仕

事を体験することができる｡ 日本ではなかなか簡単に

はできない経験ではないだろうか｡ インターンシップ

先の例を挙げるならば, 幼稚園, パン屋, 喫茶店, 歯

医者などある｡ ちなみに私は家庭用品の店で働いた｡

そこには, 皿やコーヒーカップなどの食器だけでなく,

蝋燭や花瓶, 置物など家で飾るようなものも売ってお

り, 日々働きながら様々なものが見られて, 楽しかっ

た｡ 在庫の確認や倉庫の整理から商品に値段を貼った

り, 包装したり, 店内の棚のディスプレーを考えたり

と様々なことをさせてもらった｡ 仕事の指示を聞き取

ったり, 質問したり, 仕事の合間に日本のことやドイ

ツのことなどを話したりした｡ 初めは聞き取れる量も

少なく, 話し方もたどたどしかったのだが, 次第に指
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示の細かいところまでわかるようになり, 話す言葉の

量も増えていった｡ 言い忘れていたが, ドイツのお店

には昼休みがあり, 大体13時から14時まで, 店が閉ま

るのである｡ 店員は一時間半の昼休みが与えられ, ご

飯を食べに一旦家に帰っていった｡ 初めは驚いたが,

いい制度だと思う｡ インターンシップ先の店の上に副

����(����の娘さん) 一家の家があり, 昼休みに子

供たちと遊んだり, 昼ごはんを一緒に頂いたりした｡

このように, 店員さんと和気あいあいと仕事をするこ

とができた｡ 一見華やかなイメージの店員といっても,

肉体労働の面もあり, 仕事の大変さを知ることができ

た｡ 接客のできるレベルまでドイツ語が話せたら, と

いう思いが仕事中にあり, さらなるドイツ語習得への

モチベーションが上がった｡ しかし, 速い上に人それ

ぞれに話し方に癖があり, 聞き取るのは至難の業だっ

た｡ 日本人の店員がいることで, もの珍しそうな人や,

ゆっくりとしたドイツ語で話しかけてくれた人もいた｡

他にも, 最初の一週間のドイツ語の語学授業のあと,

午後にギムナジウムの五年生と十年生に日本について

話す機会があった｡ 日本の学校に関することや, 子供

時代に遊んでいたことなどギムナジウムの生徒が質問

し, それにドイツ語で答えたり, 折り紙や習字を教え

たりした｡ 折り紙で鶴を折るのは, なかなか難しいよ

うだったが, 皆興味津々だった｡ 余った折り紙をあげ

たら, 心から喜んでくれた｡ 習字は, ドイツ語の生徒

の名前を当て字にして漢字で書くと, 非常に喜ばれた｡

学校から家への帰りのバスがよく分からなかった時に,

生徒たちが教えてくれたのも, いい思い出である｡

四週間のホームステイは, あっという間だった｡ い

つも世話をしてくれたホストマザー, 話し相手になっ

てくれたホストシスター, 温かく見守ってくれたホス

トファザー｡ この一ヶ月にしてもらったさまざまな恩

は返しきれない｡ ビストロやテルマやドイツ料理のレ

ストランに連れて行ってくれたり, 家で一緒に��を

聴いたり, 映画を見たり, 折り紙をしたり, 本当にい

ろんなことを一緒にさせてもらった｡ ホストシスター

の����	
は, 他国でのホームステイの経験があり,

私の不安や悩みを感じ取ってくれ, お世話をしてくれ

た｡ ホストマザーの���
����は, 半日だけ仕事をし

ており, 私がインターンシップから家に帰った後, 一

緒にお茶をしたりして, 私の拙いドイツ語をじっくり

聞いてくれた｡ やさしくて, 本当の母のように感じた｡

彼女の作ったポテトサラダの味が忘れられない｡ ホス

トファザーの����
�は, 検察官で, 一度裁判所に

連れて行ってもらった｡ 家にいるときは, 娘と仲がよ

く, 見ていて微笑ましかった｡

�
�����
で生活していて, 日本との違いはたく

さんあった｡ 食文化ももちろんさることながら, 木造

の広い家に目に優しい照明で, 家族との団欒を大事に

していた｡ 休日の昼には, お父さんもお母さんと並ん

でキッチンに立って手伝ったり, 家族でテレビを見た

り, 音楽を聴いたりした｡ また友人同士の交流も大事

にしており, 平日の夜にサウナのあるプールに行った

り, 遠方からの友人夫婦が泊まりに来たり, ブランチ

をして友人を招いて食事をしたり, 食後にゲームに興

じたりしていた｡

ドイツ滞在期間中の３月10日は, ホストシスターの

����	
の18歳の誕生日だった｡ ドイツは18歳から成

人として扱われる｡ いわば日本の20歳に相当する｡ 偶

然にも, 節目の誕生日を祝うことができた｡ 誕生日パ

ーティーの仕方も盛大で驚いた｡ 当日の夜に, 友人が

集まって������で飲みながら, お祝いをした｡ 次の

日の夜は親戚中が集まり, ビュッフェ式の晩ごはんを

食べたり, 飲んだりしながら, 話したり, ギターを弾

きながら歌ったりした｡ このとき飲んだシャンパンは

格別においしかった｡

このドイツ研修旅行で, 周りの人々の温かさ, ドイ

ツ人の素敵な心配りに触れることができて, 感銘を受

けた｡ 日本における日常が当たり前ではない世界に足

を踏み入れたことで, 帰国後, 視野が広がった感を受

けた｡ コミュニケーションの大事さを, ドイツ語を通

じて感じることができた｡ 聞こう, 分かろう, 話そう

とする姿勢, 目を見て話すことなど, 言語以前のコミ

ュニケーションが大事なのだと思った｡ この旅行で様

々な糧を得たように思う｡ またいつか, ドイツを訪れ

てホストファミリーとインターンシップ先の人たちな

どこの旅行で知り合った様々な人たちに会いに行きた

い｡
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｢国際協力は, そもそも何故するのだろうか？｣｡

この問いを教室をほぼ満員にした110数名の学生に投

げかけてみた｡ みな想像力を一生懸命働かせて, 頭に

浮かんだことを表現する言葉を探している｡ 大学教育

とはこういった訓練の積み重ねであろう｡ ｢困ってい

る人を助けたいから？｣ ｢国際社会の義務？｣ ｢世界平

和のために？｣ ｢国益？｣ ｢自身のため？｣｡ これらは

その時挙がった学生からの返答である｡ 疑問形にした

のは発言した学生がみな少し自信なげだったからであ

る｡ ある答えを出しながらも, ｢本当にそうなのだろ

うか？｣ という懐疑心を持っている｡ 実はこの懐疑心,

言い換えれば問題意識が大事である｡ 現実に起きてい

る諸問題は多様な側面があり, その側面を充分に理解

することから, 自らの立場・意見を形成することが始

まる｡

2006年度前期に開講された総合科目 ｢多様化する国

際協力｣ は, 学生が国際協力について自ら考え, 問題

意識を持ってもらうことをその目的とした｡ そのため

の題材は充分に提供したつもりである｡ その ｢題材｣

とは実際に国際協力の世界で活動する様々な人々の話

である｡ 先の授業の様子は第１回目のオリエンテーシ

ョンである｡ この授業では, ｢途上国のためというが

具体的には誰のため？｣ ｢貧困とは？｣ ｢開発とは？｣

｢誰が国際協力を？｣ というような問題も皆で考えた｡

次回から始まる講義を通して, 具体的な活動について

知るだけでなく, ｢なぜ｣ ｢誰が｣ ｢誰のために｣ と

いう問題意識を学生に持ち続けてもらうためである｡

リレー講義の講師については, 各方面からの理解と

協力を得られ, 充実した講師陣となった｡ 講師の選択

においては主に地元九州に活動の拠点を置く団体・個

人に来ていただいた｡ 国際協力というと, 何か自分の

知っている世界とはかけ離れた場所で, 日頃接点のな

い人たちが行っている活動という印象を持っている学

生も多いと思うが, 実は身近なところで国際協力活動

に様々な形で関わっている人々がいることを知っても

らうためである｡ もう一つ, 講師の選択にあたっては

特定の国や地域, コミュニティを対象としてきめ細か

い支援を行っている団体の方々を中心にお願いした｡

国際協力というとＯＤＡ (政府開発援助) による大規

模インフラ事業というイメージがあるかもしれないが,

実はそれだけではないということを気付いてもらうた

めである｡ また, リレー講義を通して浮かび上がって

きた新しい国際協力の姿は, 多様な国際協力団体とそ

の活動がお互いに有機的なつながりを持つようになっ

てきたということである｡

講師陣は個人, ＮＧＯ (事業型・提言型・ネットワ

ーク型), 地方自治体 (福岡市), 国際協力機構 (ＪＩ

ＣＡ), 外務省, 国際機関 (ハビタット), 学者・研究

者など, 多様な顔ぶれとなった｡ また, 講義内容は,

環境, 文化, 教育, 保健, 福祉など, 人間の生活に密

接に関連する国際協力についての話が中心になった｡

ここに講義内容と講師のリストを載せ, 改めてそれぞ

れの講師の方々に厚く感謝の意を表したい｡

2006年度総合科目 ｢多様化する国際協力｣ 講義内容

および講師陣

｢国際協力におけるソーシャルワーク・国際社会福祉

の役割とは？｣ 稲葉美由紀助教授

｢歴史をふまえて未来を開く国際協力：周辺からグロ

ーバル化に対抗＝便乗してゆく企て｣ 清水展教授

｢第二世代ＰＫＯ：教育と平和構築｣ 小松太郎助教授

｢国際文化協力の現場から｣ 小川玲子助教授

｢福岡でのＮＧＯ活動の現状とめざすもの｣

西嶋克司氏 (特活 ＮＧＯ福岡ネットワーク)
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｢牛一頭から始める国際協力｣

宇治松枝氏 (シモムラ医院)

｢国際協力における政策提言活動｣

大倉純子氏 (債務と貧困を考えるジュビリー九州)

｢国際保健・健康政策分野における国際協力｣

大谷順子助教授

｢国際協力とは何かな？ 国際協力とは海外, 途上国

での活動だけなの？｣ 浅野哲氏 (ＪＩＣＡ九州)

｢国連ハビタットの活動とイラク復興事業について｣

星野幸代氏 (国連ハビタット福岡事務所)

｢福岡市の国際協力－福岡方式の技術移転を通して－｣

境道啓氏 (福岡市役所)

｢アフリカの貧困削減における日本のＯＤＡの役割｣

北川裕久氏 (外務省経済協力局)

各講師の講義を聞いていて分かるのは, 日々の仕事

に忙殺されている実務家も, 先程の ｢なぜ, だれが,

だれのために｣ という根幹的問いを絶えず自問自答し

ているということである｡ 学生諸君の多くはおそらく

数年で社会人となる｡ そこでは誰からも疑問の余地を

挟まれない仕事はあまり無い｡ みなジレンマを抱えな

がら, 少しでも仕事を ｢あるべき姿｣ に近づけようと

している｡ ｢国際協力｣ という一見, 人道主義的な行

いも実は多くの闇を持っているし, そこに関わろうと

する者にはそれなりの心構えが求められる｡ そういっ

たこともこの授業から感じてもらえたのではないだろ

うか｡

一方, 受講生に注目してみるといくつかの興味深い

点が見出せる｡ 本科目は文系, 理系を問わず, 様々な

学部の学生が集まった｡ 数的に一番多かったのは法学

部の学生である｡ やはり国際的な事象に対する関心が

高い学生が多いのであろう｡ 理系で比較的多いのは農

学部であった｡ 途上国の貧困は農村に集中している｡

環境問題などとも密接に関連する分野であり, 農業は

今後も途上国の大きな課題であり続けるだろう｡ その

他, 工学, 経済, 教育, 医学, 理学, 21世紀プログラ

ム等, 満遍なく学生が集まっており, 国際協力分野の

裾野の広さと対応している｡ 国際協力は ｢国づくり｣

支援とも言われる｡ その意味ではあらゆる分野がその

対象となりうるのだ｡

九州地区では国際協力の実態を知る機会はそれ程多

くない｡ 一方で国際協力に関心のある若者が多いのも

事実である｡ 国際協力について勉強したい, 将来のラ

イフワークとしてみたい, という学生がよく研究室を

訪ねてくる｡ 先日, ＪＩＣＡの東京本部で講義をする

ことになっていたが, 先方の担当者が ｢私, 九大を

今年卒業しました｡ 先生の講義を受けたことがありま

す｣ とメールしてきた｡ こういうのは嬉しい｡ 国際協

力に強い関心のある学生に対しては, この分野に特化

した体系的な教育プログラムが必要となるであろう｡

最後になるが, それぞれの講義の後には質疑応答の

時間を取ったのだが, 当初あまり学生の反応が無いの

が気になった｡ １, ２年生が一緒ということで１年生

が遠慮しているという声もあったが, ｢皆で考える｣

授業では, ｢間違った意見｣ などない｡ しかし, 最後

の講義後には幾つもの質問が出て, この懸念はある程

度払拭された｡ また授業の評価はレポートの提出とし

たが, 中には興味深い考察があり, 学生からの指摘や

提案を事業に反映させたいと語る講師もいた｡ 日常業

務に追われていると見えない, 新鮮な視点が学生から

提供されたのである｡ 一方で, ｢自ら考える｣ 行為を

捨てて一般論やどこかの文献の切り貼りをしている学

生もいた｡ 同年齢の半分の若者が実社会で仕事をして

いる中で, もう一度 ｢なぜ, 大学にいるのか｣ という

問いを真剣に考えて欲しいと思う｡

なお, 最終回は外務省経済協力局 (東京) から講師

に来ていただいたが, これは外務省の ｢ＯＤＡ講座｣

という制度を利用させていただいた｡ 日本の一般市民

にＯＤＡをよりよく理解してもらうことを目的として

始まった制度である｡ この時の授業の様子が外務省の

ホームページに記載されたので参照していただきたい｡

講義に対する学生の率直な感想が紹介されている｡

(言語文化研究院)

外務省ホームページ：
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私は, 昨年10月より本学部に在籍し, 運動と脳・認

知機能に関する研究, および健康・運動疫学の教育に

従事しています｡ なお, 本学部と健康科学センター,

人間環境学府との間には2005年10月に国際学術交流協

定が締結されています｡ この学部は80年の歴史を有す

るが, 特筆すべきは多くのオリンピックメダリストを

輩出している点にあります｡ 共同研究者で本学部の副

学部長��������の説明によれば, 一つの大学当た

りのメダル獲得数では世界一とのことでした｡ この学

部のメインビルデイングの２階にある大理石の壁面に

は, 本学部出身の金メダリストの名前が, ずらりと刻

印され, 講堂には写真が展示されています｡

本学部の隣には体育スポーツ科学部の附属施設であ

るスポーツ医学病院があります｡ 現在, 新病院が建設

中ですが, この病院にはスポーツ科学に関する基礎・

臨床研究室やドーピング検査室も設置されるとのこと

でありました｡ さらに, 本学部は国際オリンピック委

員会から公式のコーチ養成機関としても認定されてお

り, 春と秋に４ヶ月間の講習会が毎年開催されていま

す｡ まさに, 名実ともに体育・スポーツ科学の振興に

中核的な役割を担っている大学といえましょう｡

������������� !"#$%&

ブダペストでは, 学術集会や研究・教育施設の訪問

などで多くの研究者や指導者の方々と知り合うことが

できました｡ また, 私のデスクを副学部長室に準備し

ていていただいたこともあり, 本学部の教員の皆さん

や各国からの研究者の方々ともお会いすることが出来

ました｡ ここでは, こちらで知り合った印象深い研究

者の一人である西ハンガリー大学教授の�����	
���

を紹介します｡ 彼の専門はスポーツ地理学であります

が, �	�
������(ＵＧ) と称される活動を国際的に

展開している実践家でもあります｡ ＵＧのモットーは,

｢言語, 宗教, 経済, 文化の違いに影響されることな

く, 各国の人々が平和や存在の相互理解について異文

化交流を通して互いに理解して行くこと, つまり結果

ではなくプロセスを重要視する活動自体の中に意味が

あるとするプログラム｣ であろうと著者は理解してお

ります｡ 私は, 5月下旬に西ハンガリーの小さな村に

ある���

�����
��	��	
��で開催されたＵＧにス

ペシャルゲストとして参加しました｡ 中欧を中心とし

た近隣諸国６－７カ国から参加した高校生, 大学生達

と寝食を共にしながら楽しい時間を過ごすことができ

ました｡ このＵＧには, オーストリアのグラツ大学の

臨床心理士の������	氏 (モロッコ人) も参加され

ていました｡ 彼とは, モロッコの生活文化の話や, オ

ーストリアや日本におけるメンタルヘルスの実態や背

景に関する意見交換ができ有意義でありました｡

また,�����	
���は, インドの子ども達を対象に

毎年一回ＵＧを実践しています｡ ｢日本人の子どもた

ちは学校が好きですか？｣ という彼の質問に対して,

私は ｢嫌いな子どもが多いでしょう｣ と答えると, 彼

は, ｢私が滞在したインドの子どもたちは, 全員学校

は楽しいと言いました｣ と話してくれました｡ 学ぶこ

との原点を知らされた思いの問答でした｡ 私の友人で

ある��������は, ｢彼は伝道師です｣ と表現します｡

彼は大学人が果すべき社会・国際貢献を日常的に実践

している人であり, 私が尊敬すべき友人のひとりとな

りました｡

現在, 彼とは成人障害者の身体活動の展開に関する

共同研究をしておりますが, ハンガリーの����とい

う町の成人障害者施設において運動療法室を彼と共同

でオープンでき, その開所式を６月２日に挙行できた

ことは, 著者の滞在中の最大の喜びでもありました｡

開所式には, この地域の首長も参加され, 施設の障害

者と職員の皆さんが織り成すダンス, 合唱, マスゲー

ムなどを楽しく鑑賞できしました｡ また, 開所式では

私自身もスピーチする時間をいただき, 有意義な交流

ができました｡

'� !()��
*��+��
���
,-./

第17回�	
��	�
��	����	����	���	����
�����	��

����
���	
(�����) が, セメルワイス大学主催で

2006年４月下旬に開催されました｡ また, 各国の教授

らによるラウンドテーブルにも参加し, 意見交換をす
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る機会を与えていただきました｡ この会議は, 34年前

に旧ハンガリー体育大学の呼びかけで開催されました｡

今年で17回目を迎えていますが, ２年に一回の開催で

あることから, 歴史的には34年が経過していることに

なります｡ 34年前といえば, 東欧と呼ばれていた社会

主義時代に相当します｡ 分野を問わず国内外における

単独の学会では, 学生への教育的支援が活発に行われ

ていることは, ご存知の通りであります｡ しかし国内

外において,�学生のため�と冠した国際会議の存在は,

あまり知られていないような気がします｡

私は, 体育・スポーツ科学に関わる研究・教育に携

わるものとして, 今回の�����の取り組みには深い

感銘を受けました｡ ややもすると, 自己の大学や研究

室での研究教育活動に終始しがちな日本の研究・教育

者のひとりとして, �����が取り組んできたような

国や大学を超えた貢献の実態を体験できたことは, 私

にとっては新鮮かつ衝撃的な出来事でありました｡ 研

究・教育のグローバル化が必要な分野は増えつつあり

ます｡ 体育・スポーツ科学分野に限らず, 共同研究事

業無しには, 質・量ともに優れた研究成果のアウトプ

ットが難しい状況にあるのは承知の事実であります｡

このような状況にあって, 今後の若い研究者には, 国

際的なセンスと共に優れたコミュニケーション能力を

備えておくことは必須の条件と考えられます｡ かかる

課題の基盤・拠点形成は, 誰が, またどこが担当すべ

きでしょうか｡ このような課題の解決に向けた取り組

みもまた, 大学人が解決しなければならない重要な任

務であろうと思っております｡

��������	

ハンガリーは1000年の歴史を有する国でありますが,

蒙古から移動してきたマジャール民族によって建国さ

れて以来, 幾多の国との攻防を繰り返した歴史を有し

ています｡ ハンガリーは, 古くはローマ軍やオスマン

トルコ軍, 近年ではオーストリアのハブスブルク家,

およびドイツさらにはソビエト連邦の支配下にもあり

ました｡ だが, ベルリンの壁の崩壊以後, このハンガ

リーも1989年に社会主義国家から共和国へと変貌して

いきました｡ ベルリンの壁の崩壊の糸口となったピク

ニック作戦は, この地ハンガリーで行われたことは史

実であります｡ ハンガリー人の非常に勤勉でかつ優秀

な国民性はノーベル賞受賞者数が多いことによっても

証明されましょう｡

私は, 日本の国士舘大学に一年間留学経験を有する

滞在先の大学院の学生と出会うことが出来ました｡ 彼

女はセルビアとハンガリーの２重国籍を有しています｡

先日, 彼女の故郷であるセルビアのゼンタという小さ

な町を一緒に訪問し, ホームステイもさせていただき

ました｡ ゼンタは, ハンガリーの旧テリトリーであり,

ハンガリー人が95％を占め, 公用語はセルビア語では

なくハンガリー語でありました｡ 往復の列車の中で,

彼女のパーソナルヒストリーを聞くことが出来たので,

その話を紹介してみたいと思います｡ セルビアはとて

も経済的に貧窮しており職を得ることが難しいこと,

父親は家族のために職業を転々と変えなければならな

かったこと, 彼女自身は高校生からハンガリーで生活

しており, ハンガリーの国籍を有したのは３年前であ

り, 国籍の取得のためには４－５年を要したこと, 取

得のプロセスが煩雑であり祖母は取得できなかったこ

となどの話を聞くことができました｡ 1920年までは,

ハンガリーを取り巻く６カ国のボーダー周辺はハンガ

リーの旧テリトリーでありました｡ 現在のハンガリー

は, 全領土の２／３の土地を失っています｡ したがっ

て, 周辺諸国に取り残された多数のハンガリー人たち

は, 他国にいながら自国の文化を維持・発展させてき

ています｡ ハンガリー政府は, 2004年に周辺諸国に居

住するハンガリー人に国籍を付与するかどうかの国民

投票を行ったそうですが, その結果, 付与しないが付

与するを僅かであるが上回ったそうです｡ ハンガリー

の複雑な国内事情を垣間見るエピソードを滞在先の若

い大学院学生から聞いたことは感慨深いものがありま

した｡


�

招聘教授として私の訪問をサポートしていただいた,

セメルワイス大学体育スポーツ科学部長の ���	


��
���������, 副学部長 (研究・国際交流担当) で

友人の���	
����������, さらには副学部長室秘書

の���
��������������������に格段のお礼をもう

しあげます｡ (健康科学センター)
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私達はアメリカンフットボール部チアリーダーパー

ト ��������(エトワルズ)�です｡ 現在, ３年生１

人, ２年生７人, １年生７人, 合計15人で活動してい

ます｡ 普段の練習は, 六本松の体育館で週３回行って

いるのですが, いつも騒がしく, キャプテンは保母さ

ん状態です｡ よく言えばにぎやかで元気があるので,

�チアリーダー�としてはこの位のテンションが必要

なのかもしれませんが…｡ でも騒がしいだけではあり

ません｡ やる時はすごく集中します｡ (もちろん笑顔

は忘れずに！)

先日, ７月９日, 福岡市民体育館で九州チアリーデ

ィング大会が開催されました｡ この大会は予選がなく,

九州のほぼ全チームが出場する大会で, 私達のチーム

は初めての出場でした｡ 九州には全国でも優勝経験の

あるチームや私達では到底敵わないようなチームばか

りあって, 緊張と不安でいっぱいでしたが, チアリー

ディングというスポーツを更に好きになれた大会でし

た｡ チアリーディングでは他の競技と違って競い合っ

ているにも関わらず, 他のチームが演技をする際には

全チームが一体となってそのチームを応援し, 会場を

盛り上げてくれるので楽しく演技をすることができま

した｡ 本当に楽しかったです！！

�������の秋はアメフトがシーズンに入るため,

応援に力を入れます｡ それと同時に唯一の学内発表で

ある11月の九大祭に向けて, 再び演技をつくっていき

ます｡ そして冬には基礎練習とレベルアップを図った

練習をすると同時に, ４月に新しく入学してくる新入

生のための演技をつくっていきます｡ そして４月から

は心機一転して新しいメンバーで, 九州大会に向けて

感動をつくりあげていくのです｡

最近, 少しずつチアリーディングが流行りだしてき

ていて, チアリーディングを知っている人が増えてき

ているようですが, まだ本当のチアリーディングを知

らない人が少なくありません｡ なので, もっと皆さん

に演技を見て頂ける機会があればと思っています｡ チ

アリーディングをやっていると, 体を接触してのスポ

ーツなので仲間との絆はとても強くなるし, 観客を元

気にさせるだけでなく自分も元気になれます		 とて

も素晴らしいスポーツだと自信をもって言えます｡ 私

達の部活はこんなスポーツをやっています｡

� ����� 2006.9.29
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物理研究部…と聞くと, 十中八九, 何か難しい物理

関係のことでもしてるのかと思われると思います｡ し

かし別にそんなことは全くなく, 主にパソコン, 無線

を使った活動をするサークルです｡ 例を挙げれば, 様

々なゲームを作るには必須であるプログラミングや,

パソコンで音楽を作るＤＴＭ, ホームページ作成から

自作のパソコン, 無線と, 主に個人での活動を中心に

しながら, 多岐に活動しています｡ 毎週金曜日には局

会という会議を行い, お互いに情報交換などを行って

います｡

また, 学祭では毎年, プログラミング班やＣＧ班と

いった風に別れ, 皆でパソコンを使ったゲームなどを

作っており, それぞれ自分の長所を生かした取り組み

をしています｡

�����������

かくいう私も入った当初は, ただ単に 『ホームペー

ジを作りたい！』 というだけで, なんらパソコンの知

識はありませんでした｡

ホームページを作ろうにも, まずその取っ掛かりが

わからず, ホームページビルダーさえも使い方がわか

らないという状態｡ そんな状態から始めた私にとって,

まず新入生を対象に毎年行われる, プログラミングか

らホームページまで, 自分の希望するものの基礎知識

を先輩から学ぼうという講座の存在はまさに天からの

助けでした｡ 本を読んでもわからない, というか飽き

る…という私は, ちゃんと分からないところも教えて

くれる先輩の存在は大きかったと思います｡ その甲斐

あってか, 五月に始めた講座が終わりかける七月には,

もう参考書だけで自分の好きなようにサイトを作れる

ようになっていました｡

�����������
�����

こんなことを言うと, もしかすると引きこもりなイ

メージがあるかもしれませんが, パソコンは本当に面

白いものです｡ それはブログや����が流行している

今, 誰もが簡単に感じることができます｡ しかし, そ

れはあらかじめ誰かが用意してくれたものを利用して

いるもの｡ ゼロから自分で作ったものではありません｡

プログラミングにしろ何にしろ, 自分で最初から作る

ということはとても楽しいことだと思います｡ 私はホ

ームページ関係のみですが, それでもホームページビ

ルダーなどに頼らずに, 自分でＨＴＭＬとＣＳＳを打

ち込んで, 自分のサイトを作る, それはゼロから理想

のデザインを考え, それがどうすれば可能になるかを

組み立てていく作業です｡ サイトの各ページの雰囲気

を統一したり, また写真などの素材をどう使うかなど,

やればやるほど楽しくなってきて, まさしく寝食を忘

れるようにパソコンにかじりついているのもしばしば

です｡

そしてもちろん, 作るだけではなく完成したものを

見てもらえるというのもパソコンの良いところです｡

個人の技術的な面と社交的な面, その二つを備えてい

るパソコンで何かを作ってみたい, やってみたいとい

う方は是非����を覗いてみて下さい｡ 技術よりも要

は何かしたいという気持ち, それがパソコンには大切

だと思います｡
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最初, ＴＡに行くときはどんな気持ちでしたか？

平野：実際距離的に六本松はちょっと遠いし, ＴＡに

行くと決まったときは, 結構億劫な気持ちだったよう

な気がします｡

岩谷：確かに, 多少の不平不満もありましたし, 上手

く指導できるのかと不安もありましたね｡

平野：自分も過去に履修していた授業で, 内容は記憶

に残ってはいたんですけど, 教えるとなるとまた別物

ですからね｡

岩谷：ＴＡに行くと決まってから, 先輩に話を聞いた

り, 授業の内容を調べたりとか結構下準備のようなこ

ともやってました｡

平野：あとは後輩とのコミュニケーションが上手くい

くかが一番の心配事でした｡

岩谷：実際に３つほど学年を隔てているわけですし,

どうしても壁が出来てしまいがちですからね｡

平野：最初の自己紹介はものすごくドキドキしていた

のを覚えています｡

実際に行ってみてどうでしたか？

平野：ＴＡの仕事は授業に使われる資料や機材の準備

や, 学生からの質問への対応と多岐に渡っていたから

結構忙しかったですね｡

岩谷：しかも, 授業内容の性質上居残りをして作業を

する生徒が多いから, 日が落ちるまで教室に残ってい

ました｡

平野：正直, 早く帰りたいと切に思っていました｡

岩谷：でも, やはり自分達の後輩ががんばってる姿を

見るとこっちもやる気が出てきちゃうんですよね｡ 結

局, 最後の生徒が帰るまで付き合っていました｡

岩谷：あとは, やってみると意外にＴＡに対して学生

からの質問が多かったんですよね｡

平野：確かに｡ あんなに来るとは想定外だったよ｡ 先

生に聞いた方がわかるのになって, 思ったよね｡

岩谷：でも, 自分が授業を受けた時を思い返してみる

と確かにＴＡによく質問していたような気がする｡ Ｔ

Ａっていうのは学生からしてみれば, 気軽に何でも聞

ける兄貴みたいな存在だったしね｡

平野：そうそう, ちょっとばからしいような質問は,

やっぱり先生にはしにくいんですよね｡ でも, ＴＡに

はなんかできるような気がしてました｡ そういう存在

って学生にとっては重要な気がするんですよ｡

岩谷：授業の内容だけじゃなくて, 大学の先のことと

か将来のこととか, 学生からしてみれば先輩に聞きた

いことってたくさんあるからね｡

平野：それを考えると, 待ってるだけじゃなくて, こ

っちから積極的に話しかけてコミュニケーションを取

っていくことが大事だってわかった｡ 結構, 気兼ねな

く話せるようになるとこっちも楽しいしね｡

岩谷：それが功を奏したのかどうかはわからないけど

後期の頃は, 後輩の飲み会にも誘ってもらえたしね｡

平野：確かにあれはうれしかったね｡

岩谷：飲み会の席では, ちょっと先輩風を吹かせてし

まったような気はするけど｡

平野：あと, 授業の内容で言うと, 僕らの方にも結構

学べることがたくさんあったよね｡

岩谷：そうそう, 実際この授業を受けるのは学部１年

の後期と２年の前期で, ほとんどの人があんまり講義

の内容とか頭に入ってないんですよね｡

平野：情けない話ですけど僕もその一人でした｡

岩谷：でも, 修士１年になってもう一度聞いてみると

意外にいいこと言ってるんですよ｡ 建築の設計をやっ

ていく上で, また, 創造的な作業をやっていく上で大

� ����� 2006.9.29

Ｍ１前期：製図（建築学科２年生）

建築製図法説明・平面図作図 断面図作図 中庭改造計画
中間発表Ⅰ 中間発表Ⅱ 講評会

●ＴＡの心の声

●緊張と不安 ●手探り状態 ●少し慣れてくる ●テキパキ指導 ●ＴＡなりの辛口講評

テーマ座談会

ＴＡというもの
～教えることから学ぶこと～



事なこととか, ほんとにすごい勉強になりましたよ｡

自分達が学部の授業を進んでいく中で, もやもやして

いた部分とかがきれいに開けた気がしましたね｡

岩谷：難しいことも結構あったよね｡

平野：あったあった｡ 質問への対応や, 後輩の作品に

対するコメントが難しかったね｡

岩谷：授業の合間とか, 終わった後に先生達にいろん

なアドバイスをもらいながら手探りでやっていったよ

うな気がします｡

平野：実際, ＴＡっていうのは, 位置付け的には先生

のお手伝いなんですけど, 僕らが先生の顔色を窺って

話をしていたんじゃあんまりよろしくない｡ 建築って

いうのはセオリーはあるけど正解はいくらでもあるわ

けですから, 僕らも自分達の経験の中で学んだことや

考えをきちんと発言しなくちゃいけない｡

岩谷：たとえそれが先生の意見と違っていてもいいん

だということだよね｡

平野：そこから後輩達が, 建築の面白さだったりとか,

自分の意見を持つ大切さだったりとかを感じてくれれ

ばいいかなと思います｡

岩谷：でもまあ結構知ったかぶりしちゃった部分も多

々あるな｡

平野：あるある｡ きわどい質問の時はね｡

岩谷：でもそれが逆にいいことなんだよね｡ この先輩

に聞いてもわかんないと思われたら終わりだよ｡

平野：そうそう, 質問された後で２人で議論したり先

生に確認したりしたよね｡

岩谷：でも, そういうきわどい質問が自分達にとって

も, いい勉強になってるんだよね｡

平野：自分達もまだまだ未熟だなって感じるよ｡

ＴＡを通して学んだことやメッセージ等があれば？

岩谷：学んだことはたくさんありますが, １番はなん

と言っても“人に教えることの難しさ”ですかね｡ 伝

えたいことが100あってもなかなか全部伝わらないん

ですよ｡ そして, 教える側に立ってみて初めて, 学生

時代に学ぶべきことの多さやその内容の難しさがわか

った気がします｡ 一方で, 学生には勉強の他にもアル

バイトやサークル活動など今しかできない経験もたく

さんあります｡ これから充実した学生時代を送る上で

重要なのは, 自己管理のもとでしっかり自分の技能を

向上させていくことじゃないでしょうか｡ 反面教師か

もしれませんが, これからも自分の経験を後輩達に伝

えていけたらいいなと思っています｡

平野：そうですね, たくさんありすぎてどれを言おう

か迷っちゃいますけど｡ 後輩へのメッセージという意

味も込めて｡

建築の授業もＴＡも一言で言ってしまえば人と人と

の交流, またそこで起こる様々な意見のかけ合いが魅

力だと思います｡ 授業の中では, 自分が上手くできな

い悔しさとか, 劣等感とか, 自分のやりたいことが伝

わらない, 上手くチームのメンバーや友達と話が出来

ないようなもどかしさとかいろんなことを経験してい

くと思います｡ でも今思えば, そのときに経験したこ

とが, それからの自分を強く動かしていたような気が

します｡ だから, そういった経験をいろんな場所でし

て欲しいと思います｡ 建築の作業は一人でやっても面

白くない｡ 自分の考えを発言し, また他人の考えを良

く聞いて自分のやりたいことを見つけていって欲しい

と思います｡ 僕らも, 授業を担当していた先生方や,

後輩達との交流によっていろんなことを学べたし, ま

たひとつ成長できたと思うからです｡
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Ｍ１後期：空間表現実習（建築学科１年生） ●ＴＡの心の声

●様子見 ●気になる生徒を見つける ●指導も慣れたもの ●宴会のお誘いで有頂天 ●任期終了でさみしい

スミスハウスの透視図作図（下絵） 模型作成 透視図作図（ペン画と着彩）模型
講評会

透視図
講評会

人間環境学府修士２年

岩谷有祐

人間環境学府修士２年
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今年度 (2006年度) 入学者から言語文化科目のカリ

キュラムが新しくなりました｡ その中でも最も大きく

変わった, 六本松キャンパスで開講される英語の新し

いカリキュラムの特徴を紹介します｡

まず, 九州大学における英語教育の目標を従来にも

まして明確にしました｡ 六本松キャンパスで開講され

る英語科目の目標は, 学部および大学院での学習や研

究に必要な学術目的の英語 (��������	
��
�����

��
�	���) の基礎力養成です｡ いろいろな目的や理

由で英語が学習されていますが, 将来の必要性を考え

て九大生には学術のための英語を学んでほしいと思う

からです｡ 九州大学は高度な学術研究の拠点として期

待されています｡ そこで学ぶ皆さんが学術目的の英語

を習得するのは当然のことですし, また学術のための

きちんとした英語を身につけることが, 研究者だけで

なく社会人としてビジネスで活躍するためにも有用だ

と考えるからです｡

次に, 内容による選択必修である英語Ⅳを除き, 同

一科目には統一した目標を掲げ, 初級レベルから上級

レベルまでの段階別・技能別の授業を行います｡ 旧カ

リキュラムから新カリキュラムにどのように変わった

かを簡単に表にまとめました｡ 下の表を見てください｡

新カリキュラムの各科目を簡単に説明しましょう｡

���

比較的大人数のクラスで, 大学入学以降の英語学習に

ついての基礎情報を, 共通のシラバスに基づき共通の

教科書を使用して, 学んでいきます｡ いわば大学英語

入門で, ここで学んだことがその後の英語学習の土台

になります｡

�������

比較的少人数のクラスで, ライティングとスピーチを

学び, 英語の表現力をつけます｡ 将来英語でレポート

や論文を書いたり学会発表やプレゼンテーションをし

たりするための基礎となる科目です｡

�������

リスニングとリーディングを学びます｡ 特に, 日本人

が不得意と言われるリスニングや多読・速読の力をつ

けるために, ⅡＢとⅢＢのうち少なくともどちらかで

(できれば両方で) コンピューターを使った授業を行

い, 英語を大量にインプットします｡

��	

指定された時間帯に開講されるさまざまな英語の授業

の中から, 皆さんが学習目標や関心に基づいて選択す

る科目です｡

最後に, 英語の学習は必修単位を取ったら終わりと

いうわけではありません｡ むしろ, その後専

門課程に進んだり, 大学院に進学したり, 就

職したりしたときに英語が本当に必要となる

のです｡ 六本松キャンパスで１, ２年生のと

きに受講する英語科目はそのために大事な基

礎力を養成するためのものです｡

大学として明確な目標をもち, 英語を体系

的に学習するこの新カリキュラムにより, 九

大生の英語能力がさらに向上することを教員

一同願いながら授業を行っています｡ また,

今後のカリキュラム改善のために学生の皆さ

んもカリキュラムについての意見を授業評価

アンケートや目安箱などでいろいろと出して

ください｡ (言語文化研究院)
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１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期

理系：
６単位
文系：
７単位

２単位 ２単位 理系：１単位
文系：２単位

１単位

科目
英米言語文化演習Ⅰ
インテンシブ英語演習Ⅰ
総合英語演習

英米言語文化演習Ⅰ
インテンシブ英語演習Ⅰ
総合英語演習

英米言語文化演習Ⅱ
インテンシブ英語演習Ⅱ

英米言語文化演習Ⅱ
インテンシブ英語演習Ⅱ

旧カリキュラム (1999年度～2005年度)

新カリキュラム (2006年度から)

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期

理系：
６単位
文系：
７単位

英語 Ⅰ
(大学英語初級)
(１単位必修)
英語 ⅡＡ
(表現中級)
(１単位必修)

英語 ⅡＢ
(聴解読解中級)
(１単位必修)
英語 ⅢＡ
(表現上級)
(１単位必修)

英語 ⅢＢ
(聴解読解上級)
(１単位必修)
英語 Ⅳ (文系のみ)

(内容による選択)
(１単位選択必修)

英語 Ⅳ
(内容による選択)
(１単位選択必修)

↓



英語�は, 一年次前期での履修科目となっています｡

授業のねらいは大学における学習・研究に必要な英語

の知識や技能の基礎を習得するのみならず, 英語圏の

社会や文化の様相など幅広く身につけることが挙げら

れます｡ そのための教材として, 共通教科書 �

��������	
���
�� (九州大学出版会) を使って授

業が行われました｡

具体的には英語の発音・文法・語彙といった高校ま

での基本的知識をさらに深めることから始まり, 英語

による電子メール・学術論文・ディベートの紹介, さ

らにはイギリス・アメリカの文化や, 英語の現状など

を学び, 理解を深めました｡ 大学入試を終えたばかり

の一年前期でこのように多様な英語の学習を進めてい

くことで, 単なる受験の道具としての意識から, 国際

規模で使用されうる生きたコミュニケーションツール

としての英語という意識への転換をスムーズに図るこ

とができる, それがこの授業のねらいだと私は感じま

した｡ 授業は毎週一回行われ, 私のクラスでは授業の

最初に先週の授業内容の小テストがあり, 予習の大変

さもさることながら小テストの勉強も大変でした｡ し

かし学習した内容の定着をはかるには最も効率のよい

方法だと思いました｡ 授業の形式も, 主に文法事項の

確認に重点を置いて進められていた高校とは違い, 英

語Ⅰでは英文を通してあらゆる英語の知識を身につけ

ることが念頭に置かれ, この点については大学におけ

る英語教育が将来的にも役に立ちうるものである, と

感じました｡ 一方で, 授業内容の豊富さとスピードの

速さに理解が追いつかない週は, 予習と復習に多くの

時間がかかり, 大変な思いをすることになりました｡

英語Ⅰを受講してみて, 受験勉強などでしてきた英

語の学習とはかなり違うことに驚いた｡ これまで私が

学んできた英語は, 文法, 文章読解, そしてリスニン

グ対策にラジオ講座を聴くことなどであった｡ だが英

語Ⅰの講義はもっと英語を幅広く捉える方法を提示し

てくれた｡

教科書の内容は, 英語学習の基本的方法から発音,

英語の歴史, 英語圏の文化, そして英語論文の書き方

まで多彩な分野に及ぶ｡ どの章も大変ためになったが,

特に興味深かったのは英語論文の書き方についての章

だった｡ 教科書の例として載せられていたのは文系の

論文だったので, 先生は理系の論文の見本も用意して

下さった｡ そして文・理の論文を比較しながら, 論文

の構造や大まかな規則を教えてくださったので大変新

鮮だった｡ 今まで, 論文というと堅苦しく難解そうで,

ましてや英語論文などとても手の届かぬものだと感じ

ていた｡ だが授業で先生が説明して下さるのを聴くと,

正体不明だった英語論文が少し身近に感じられた｡ も

ちろん今は知らない単語が多すぎるが, 各セクション

が実験・観察方法を示しているのか, 考察を示してい

るのかぐらいは把握できるようになった｡ それは右も

左もわからないような状態から, 大まかな道順を教え

てもらったようで心強く感じられた｡ 英語論文を読み

書きするのは国際的な場で研究活動をしていくのに不

可欠である｡ また, グローバル化が進む今, 専門性を

高めるためには英語を使った議論の場に参加すること

はますます重要になろう｡ そう考えると自分も英語論

文を読み書きできるだけの語彙力・文法力を身につけ,

読解・英作がすらすらできるようになりたい｡ そんな

ことを考えさせられ, 英語学習への意欲がますます強

くなる授業だった｡

この他にも網羅する内容が多岐にわたっていたので,

文・理問わず誰でも興味を引かれる部分がある講義で

あったと思う｡ もちろん授業だけで全ての内容を理解

するのは困難だが, 何かつまずいた時にはまたこの教

科書を開けば, それを手掛かりに自分で調べるなどし

て解決の糸口を見つけることができる｡ そのような広

い機会を与えてくれる講義だった｡ これからも英語学

習を継続し, 国際的な視野を持って仕事ができるよう

になりたい｡
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英語ⅡＡの最大の特徴はほぼ毎回の授業で出される

エッセイの課題です｡ このエッセイは先生の添削と評

価を受けた後に返却されますが, 高校の頃までのよう

にただ文法的な誤りが少なければ高い評価を受けられ

るというものではありません｡ 重要なのは, 自分の主

張を論理的に展開することと, それをよりネイティブ

に近い英語で表現することです｡ どれほど文法の知識

を正確に使用していたとしても, 論理が曖昧で説得力

に欠ける内容では優れた英文とはいえません｡ そこで,

私がこの授業を受けるにあたって最も心がけたことは,

すべてのテーマに対して明確な自分の考えを持つとい

うことです｡ 日本人は欧米の人々に比べて, ディベー

ト力やプレゼンテーション能力に欠けるといわれます｡

しかしこれから, 自分とは異なる価値観を有する人々

と出会う中で, 自分の意見をしっかり持ち, 相手を納

得させられる主張ができることは, 一人の自立した人

間として社会に貢献するために必要不可欠なことだと

思います｡ そして, 国際化がすすむ今日, 議論の場が

日本に限らないということは明白です｡

英語ⅡＡで使用しているテキストは大学１年生がス

ラスラと読める程度の難度の英語で書かれていますが,

エッセイを書く上での英語表現の宝庫でありました｡

英語独特の言い回しや読み手をグッとひきつける表現

テクニックなどを習得していく作業は大変面白く, 母

国語で書くよりも魅力的な文章が英語で書けるのでは

ないかと思われてくるほどでした｡ 最後の授業では,

今まで書いてきたエッセイの中のひとつをクラスの前

で発表しました｡ 自分の主張をいかにして相手に訴え

かけるかということもまた重要なポイントとなるわけ

です｡ 発音はもちろん速度や声の強弱などに気を配っ

てプレゼンテーションをしていると, 英語とは, ただ

机の上で学習するだけ学問なのではなく, コミュニケ

ーションの手段として私たちの頭, 身体,

心すべてを駆使して身に付けていくもの

などだということを感じました｡ この授

業では, 私たちが社会に出た後にも必要

とされる英語との関わり方を学ぶことが

できたと思います｡

英語ⅡＡは主にライティング能力を向上させる目的

の授業です｡ 教科書では英文を書く際に必要な表現を

学び, 英語で書いたパラグラフをほぼ毎回添削しても

らいました｡

私は, この授業で, これまでの受験勉強とは大きく

異なった方法による英語の学習のあり方に意義を感じ

ました｡ 高校入試のため, 大学入試のためといった今

までの学習は明らかに受動的なもので, その中になか

なか面白さを見出すことはできませんでした｡ また充

実感という点においても, 受験勉強では, テストの点

数が上がったということばかりがそれに結びついてい

ましたが, 今は英語で自分の考えが伝えられることに

充実感を覚えています｡ 無理に英語を強いられるので

はなく, 自分から英語に向かう姿勢がその感覚を生ん

でいるのでしょう｡

しかし, その感覚も多くの苦労があったからこそだ

と思います｡ 大学に入学するまではリーディングに重

きを置いた受験のための英語しか勉強したことのなか

った私にとっては, 自分で文章を考えそれを英語で表

現するというのは慣れないことでした｡ 無論, 頭の中

にある日本語を英語にするのは単なる単語の置き換え

ではありません｡ やってみてわかったことですがひと

つの名詞に多くの修飾語句がつくと非常に大変でした｡

はじめのうちは辞書をひいても英語独特のニュアンス

が分からず, どの表現を使うか戸惑ったり, 長くてく

どい文を作ったりしました｡ 納得のいかない自分の英

語を少しでも良くしようとして, ひとつひとつのパラ

グラフを書くのに大変多くの時間がかかりました｡

私は英語ⅡＡの授業を通して, これまでの英語に向

き合う姿勢が変わってよかったと思います｡ 自分から

学ぼうとすることは英語能力の上達につながると信じ

ています｡
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筆者がオーガナイザーを務める総合科目 ｢映画の世

界｣ は, 大学教養科目で取り上げられることの少ない

映画に関して, 特に分析的鑑賞と新旧の邦画について

知ってもらうために開講している｡ 18年度前期は ｢佐

々部清論｣ を副題としており, ６月14日には, 佐々部

清監督御本人に登壇いただき, 自作について講義して

いただいた｡

佐々部監督は ｢陽はまた昇る｣ でデビュー, その後

｢チルソクの夏｣ ｢半落ち｣ ｢四日間の奇蹟｣ ｢カーテン

コール｣ と次々秀作を世に送り出し, ９月には九大で

もロケを行った反戦作 ｢出口のない海｣ が公開された｡

監督からは大学の講義ということもあって, 初めて

人前で話すという多くの裏話やトリビアも伺ったが,

中核的部分を参考に, 以下内容を筆者なりに紹介して

みたい｡ 監督は学生時代から映画にのめりこみ, 山田

洋次監督の ｢幸福の黄色いハンカチ｣ に決定的な影響

を受け, 自分の中にいつまでも残る映画は人の想いを

描く作品であることから, アイドル路線に背を向け,

心を描く感動作を目指している｡ 下積みや助監督時代

にも, ｢北の国から｣ や ｢ホタル｣ ｢鉄道員(ぽっぽや)｣

などの秀作の制作に関わりながら, 自分の撮りたい作

品を監督として手がけることを夢見てきた｡

デビュー作 ｢陽はまた昇る｣ は突然制作の話が回っ

てきたが, 整理対象社員が奮起してＶＨＳ開発を成功

させる過程を家族の想いとともに描いた切れ味鋭い作

品で, 働くサラリーマンにエールを送った｡

次作の ｢チルソクの夏｣ こそは監督が長年温めてき

た作品で, 故郷の下関を舞台に, 日韓関係を絡めて,

女子高校生の青春の ｢想い｣ を瑞々しく描き切った｡

アイドルの起用を避け, 本物の映像を撮ることを大切

にした｡ 初恋は監督のキーワードのひとつで, ｢初恋

の来た道｣ が講義の際に言及されたことでもわかる｡

｢半落ち｣ は日本アカデミー賞最優秀作品賞を受賞

し, 世間には最も知られている作品であろう｡ 病に苦

しむ人々とその周囲の人々の ｢想い｣ に心を寄せ, 賞

に値する玄人の出来ばえである｡ ミステリー物扱いは

監督の好むところではない｡
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監督の講義では以上の三作が取り上げられたが, こ

の科目では ｢四日間の奇蹟｣ も取り上げた｡ これは喪

失と再生をテーマに初めてファンタジーを利用して,

死を迎え送る人々の ｢想い｣ が語られる｡ ともすれば

格調を崩しかねないファンタジーを表現方法として見

事に昇華させている｡

この後公開された ｢カーテンコール｣ は映画へのオ

マージュ, ９月公開の ｢出口のない海｣ は反戦作で,

個人的に撮りたいと思う作品から, 映画そのもの, ま

た社会へと制作の文脈が広がりを見せている｡

講義では幾つかのポイントがあった｡ まず作品のフ

ァーストカットとラストカットに持たせた意味｡ ｢陽

はまた昇る｣ ｢チルソクの夏｣ ｢半落ち｣ について, フ

ァーストカットとラストカットに込めた意図の解説が

あった｡ 次に評論家の評価に左右されずに制作するこ

と｡ 映画感想家としか言えないような理解力不足の評

論家を気にすることはないという自信が垣間見られる｡

原作との相違とその意図についても解説があった｡ 特

に ｢半落ち｣ で, 殺人の後で少年のことを知ったこと

に変更し, 少年に会わせるために妻を生かすことを考

えなかった不思議に対する自然な理由を与えるように

したことには, リアリティへのこだわりが感じられる｡

ＴＶと映画の差異については, よそ見をしている視聴

者をもつなぎとめようとしてわかりやすい説明に走る

ＴＶとの差について言及があった｡ この他, 高倉健等

を具体例に, 俳優のプロ意識がなせる技の紹介があり

(数年前にやはり九大で行われた東映の社長高岩淡氏

(九大卒) の講義に突然ゲストで高倉健氏が現れた出

来事を思い出す), 監督にとっての財産はスタッフで

あること (スタッフは照明さんなどと呼ばずに必ず名

前で呼ぶ) などについて解説があった｡ また自作の特

徴として, クローズアップが少ないこと, 独り言の台

詞が少ないことが挙げられた｡ クローズアップが少な

いと, 観客は好むところにフォーカスして鑑賞でき,

押し付けがましい印象が避けられるし, 場面説明を繰

り返すような独り言は邪魔である｡ このしつこさ・饒

舌さを嫌う作風は, ともすればべたべたしがちな人間

ドラマや感動物というカテゴリーの作品をバランスよ

く成立させている理由だと言えよう｡

質疑応答では活発に受講者から質問が出た｡ ｢チル

ソクの夏｣ の韓国人高校生を日本人が演じたのはなぜ

か (俳優の都合), なぜストーリーを最後まで語らず

にラストを迎えるか (続きを想像させる余韻が良い),

｢半落ち｣ ではなぜ判決が実刑と映画では考えている

か (解釈は観客次第), ｢チルソクの夏｣ でなぜ別れの

後に不自然と思われる歌のシーンがあるのか (監督の

失恋に関わる体験を盛り込みたかった), なぜ過去の

映像をセピア色にしないのか (一番輝いた日々をカラ

ーで描きたかった), スクリーンに映る作り物に想い

を語らせるための工夫は何か (ごまかし・手抜きをし

ない撮影), 台詞が少ないようだがなぜか (俳優にど

う演技で伝えるか考えさせたい), といった７つほど

の質問に答えていただいた後, 新聞記者からの質問も

あり (翌日の毎日新聞朝刊に記事が出た), 希望者に

サインを残して教室を後にされた｡

以上, 監督御本人の了解を得て筆者が記事にしてい

るが, 御快諾くださった監督に感謝し, また御本人の

意図を正確に反映していない部分がもしあればお許し

願いたいと思う｡ また, 当日まで監督の登壇は伏せて

いたため, 中には欠席して後悔している受講者の方も

おられるだろうが, 不必要な混乱を避けるための措置

であったので御理解願いたい｡ 最後に, 新奇性に走ら

ず邦画の伝統の中央を行く貴重な存在である監督の今

後の活躍を祈って筆を置きたい｡ (言語文化研究院)
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佐々部 清監督プロフィール

1958年１月８日, 山口県下関市生まれ｡

明治大学文学部演劇科, 横浜放送映画専門学院 (現・

日本映画学校) を経て, �84年より映画及びテレビド

ラマの助監督となる｡

主に崔洋一, 和泉聖治, 杉田成道, 降旗康男などの監

督に師事｡ 現在に至る｡

・日本アカデミー協会会員

・日本映画監督協会会員
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｢陽はまた昇る｣ ｢チルソクの夏｣ ｢半落ち｣

｢四日間の奇蹟｣ ｢カーテンコール｣ ｢出口のない海｣
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私たちの日頃の自己紹介は, 氏名, 出身地, 所属学

部などフォーマルな履歴書項目にそったものとなりま

す｡ ｢鹿児島出身です｣ と自己紹介すると, ｢僕も鹿児

島です｣ と応じる誰かがいます｡ ｢社会貢献のできる

職業に就きたいと思っています｣ と自己紹介すると,

｢私も同感です｣ と応じる誰かがいます｡ 互いの自己

紹介に〈同じ〉を見つけ合って, 他者との間に親近感

を見いだすことは大切です｡ しかし, せっかくの自己

紹介なのに, 履歴書項目の羅列には, 私らしさが登場

しないので, 残念だなあと思うのです｡

最近では, 自己紹介に血液型が登場します｡ 同じ血

液型の者は大勢いるので, 私らしさの表明にはならな

いと思います｡ いきなり私らしさを表明せず, まず,

私と〈同じ〉血液型の人はいませんかと, 私らしさを

表明しても安全な〈同じ〉者を探すことが習慣になっ

ているのでしょうか｡ これは, 大同小異型の自己紹介

と呼べるでしょう｡ 大同であるなら小異があっても大

丈夫というわけです｡

私らしさをありのままに甘受してみる体験が少なく

なっているのかもしれません｡ ｢いや, そんなことは

ない｣ という反論がありそうです｡ 自己紹介に ｢音楽

が好きです｣ とか ｢時間があれば読書をしています｣

と私的なことを書いているという反論です｡ でも,

｢音楽が好きです｣ には, 私らしさは表明されていな

いと思えるのです｡ 音楽が好きという点で〈同じ〉者

は大勢いますから｡ もし, ｢音楽が嫌いです｣ と大異

を表明したら, ｢えっ｣ ｢どうして｣ ｢なぜ｣ という対

話を呼び起こすことでしょう｡ だとしたら, 私たちに

安心をもたらす大同の表明は, 私らしさの確かめ直し

を妨げているのかもしれません｡

さて, ｢音楽が好きです｣ に私らしさをこめるには

どうしたらいいかについて考えてみます｡ 私は, 自宅

の書斎ではジャズを流しています｡ だからといって,

｢ジャズが好きです｣ と自己紹介すれば, 私らしさの

表明になるかというと, そうは思えません｡ ｢ああ,

そうですか｣ という反応だと, 私の心が萎えてしまう

くらい, その時々の心をジャズで確かめているからで

す｡ 自己紹介の場の空気が白むのは, 相手でなく, 私

らしさの表明の仕方に課題があると考えます｡

スポーツ選手が競技の前にヘッドフォンで聞いてい

る音楽は, おそらく, 特定の歌手の特定の曲のはずで

す｡ でも, なぜその歌手のその曲なのか, 説明は容易

でありません｡ マスコミのインタヴューに理由を答え

たら, そのスポーツ選手には, 理由づけに盛り込めな

かった何かが残るはずです｡ そもそも, 私らしさは,

不特定多数の者に伝わる言葉への翻訳を拒むように思

えます｡ だからこそ, 私らしさの表明には, ｢なぜ｣

｢どうして｣ という相手からの問い返しが大切だと考

えます｡ 問い返しがあるとは想定されない場面で, 私

らしさについて語ろうとは思わないので, 私たちは自

己紹介を履歴書項目ですませるとも考えられますが,

自己紹介は, 私は何者か (私らしさはどこにあるか)

という問いを更新し続けるにあたって, とても重要な

きっかけです｡

やや詳しく, ｢私が書斎で流しているジャズは, ピ

アノ・トリオの演奏が大半です｡｣ と自己紹介しても,

私らしさにはほど遠い気がします｡ ｢私には, 原稿を

書き終えるめどが立つと, 決まって流している曲があ

ります｡ この曲は, かつて遠距離恋愛の最中に, 気も

そぞろになる自分をシャキッとさせてくれた曲でした｡

今でも, なぜかこの曲によってプッシュされる私がい

ます｡｣ という自己紹介なら, 私らしさの一端を埋め

込んでいるのかなあと, 今, 考えます｡ なぜなら, こ

の自己紹介は相手からの問いかけがあればなおのこと,

｢なぜ, この曲をかけてしまうのだろう？｣ ｢なぜ, 他

のプレイヤーの演奏ではしっくりこないのだろう？｣

｢なぜ, 昔と今とで変わらないのだろう？｣ などと想

いをめぐらして, 私らしさを自問自答する端緒になる

からです｡ 何はともあれ, 他者と〈同じ〉を寄せ集め

ると, ますます, 私らしさが希薄になってしまうよう

に思えるのです｡
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私らしさをインテンシブに確かめ問い直す機会の

一つとして九州地区国立大学間合宿共同授業がありま

す｡ この授業に, ８月25日から28日まで, 引率教員と

して参加しました｡ 琉球大学, 長崎大学, 佐賀大学,

福岡教育大学そして九州大学の学生たち60数名が集り,

〈食べること, 生きること〉というテーマのもとで講

義やフォーラムが展開されました｡

社会の変化として, 私らしさを根っこや幹にして,

じっくりと知識を涵養する暇がないほどの情報洪水が

到来しています｡ また, 勉強の到達度が試験で評価さ

れるように, 社会のそこかしこが学校化して, 一事が

万事, その成果が評価されるようになっています｡ こ

うした社会状況のもとで, 学生たちの感性 (物事を感

受するアンテナ) は, ノイズや無駄を除去する機能と,

自尊感情低下の危機を察知する機能を強化してきてい

るようです｡ 私たちは社会変化の影響を受ける存在な

のだと改めて思いました｡ このことは, 私らしさの掘

り起こしを後回しにして, ｢専門｣ という言い方で最

初に防衛的壁をつくってから討論を始めるというやり

方に端的に現れていると思いました｡

大学教員が, 例えば, ｢私はコメの専門家です (コ

メについて長年研究してきました) から…｣ と, 話し

始めると, コメの専門家でない学生は, 拝聴する態度

を強いられます｡ これでは, 教える先生と教わる生徒

という固定した関係がもたらす窮屈さを大学 (学生)

の学びにまで持ち込むことになります｡ 合宿共同授業

の最後のプログラムである全体討議で学生の発言に登

場したのですが, ｢食育｣ という話題をめぐっては,

教育学部の学生が専門的知識をもっているはず, ｢食

のエントロピー｣ という話題は, 文系学部の学生には

難しく理系学部の学生なら理解できるはずといった分

け方は, 教育学部の学生や理系学部の学生を窮屈にし

てしまい, 討議の活性化を損なっていると思えました｡

私たちは, いつから自分が物事を知らないことが発覚

するのを, これほどまでに用心するようになったので

しょうか｡ とても不思議な現象です｡ 私は大学教員と

して心理学に足場を置いていますが, 心理学の研究に

よってもたらされた知見の中で私が知っているのは万

分の一に満たないかもしれません｡ なにしろ, 世界中

に心理学の研究者は何万人もいるのですから｡

また, 全体討議に臨んで, ｢これ以上, 討議するこ

とは何もありません｣ と言う学生がいました｡ 専門家

の知識や意見が権威づけられてしまった状況は, 門外

漢 (アマチュア) としての学生が, ｢私にとっては…｣

｢私の体験からすると…｣ など, 私らしさに根ざした

(学生の日々の体験からなされる) 問いを発する余地

のない状況でもあります｡

さて, コメの専門家はいるのでしょうか｡ コメの流

通, コメの成分, コメの醸造, コメ (稲) の品種改良

など細分化された領域においては知識の多い専門家が

いることでしょう｡ 領域が細分化されるにつれ, 際限

なく専門家が登場することになります｡ ところが, 細

分化した領域の専門家の見解は, 稲作に30年間携わり,

いくつかの品種を試し, 風水害に対処し, 耕作機器を

導入し, 共同作業を工夫し, 変動する収益に苦慮して

きた稲作一郎さんの体験的知識を前にすると, 黙さざ

るをえないという面があります｡ データや言葉になら

ない体験的知識は, 一郎さんのみならず, 二郎さん,

三郎さんそれぞれにおいて, 私ならではの系をなした

知識です｡ 合宿共同授業の本年度の〈食べること, 生

きること〉というテーマは, 専門的知識と日常生活に

おいて私たちがそれぞれに培っている体験的知識とが

遭遇するテーマでした｡ しかし, ｢専門｣ という呪縛

によって生じた滞りがありました｡
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合宿共同授業は, 毎回, 教養 (教育) の根幹にかか

わる示唆をもたらしてくれます｡ 学生の日常体験の観

察 (今回は, 日々の食生活の振り返えり) と, 大学教

員が (専門領域そのものではない) テーマのもとで自

らの知識を構成し直す講義とが紡ぎ合わされる教育の

場は, 学生にとっては, 私ならではの問題 (課題) 発

見の仕方を学ぶ場として, 大学教員にとっては, 問い

かけるように語る方法を学ぶ場として, 両者共々に取

り組み甲斐のある授業だと再確認しました｡

高度化する社会で, 個人の裁量への期待が高まると,

これまでのピラミッド型社会とは異なり, 私の仕事や

居場所を私が見いださなくてはなりません｡ 私自らが

何にどう取り組むかを探すとなると, 学生一人ひとり

に求められるのは, 為すべきことが決まっていない不

安定な状況に置かれても動じない能力を培っておくこ

とだと思えます｡ これは, 関係がないとされている知

識や誰もが看過している知識を統合して新たな価値を

見いだす力です｡ その礎になるように, ｢専門｣ 呪縛

を傍らにおいて, 私が私らしく ｢学ぶ｣ 教養教育を構

築したいものです｡

(高等教育開発推進センター)
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先日の新聞 (06�2�20日経) にこんな記事が載りまし

た｡
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こういうエピソードに皆さんはどう反応しますか｡

(｢昔の学生は～｣ という言葉があると, 拒否反応を起

こすかもしれませんが･･) たとえば, ｢こんな問題を

出すなんてありえない｣ と切り捨てますか｡ ｢昔懐か

しいおおらかな文化だなぁ｣ とため息をつきますか｡

意外性や, 教員との交流 (駆け引き) のさまに大学ら

しさを感じるでしょうか｡ 学生も教職員もたいへんに

忙しいキャンパスの中では, 想定外のことを, 遊び心

をもって楽しむ余裕なんて到底ない, というのが一番

の実感かもしれません｡

�� ����������

どうも最近は, こういったエピソードには事欠かな

いようです｡ 学生の方が厳しく出席を取ってほしいと

教員に求めてくる, 試験範囲をきっちりと明示してほ

しい, 一部学生を再試で救済するなんて不公平だ, な

どのクレーム｡ 間違いのない堅固な修学システムを追

求することで, 学生の方が自分の首を絞めていってい

るようにもみえます｡

この記事は続けて, 大学生活の重点を ｢勉強｣ に置

く学生が, ｢豊かな人間関係｣ を97年に抜いて１位と

なり, 今や差は広がるばかりとあります (大学生協の

調査)｡ 大学時代に, 自分とはタイプの違う同級生 (あ

るいは異性) や先輩, 大人との豊かな人間関係を経験

することは, なによりも重要だと私などは思ってしま

うのですが, この数年の間にも大学生活は様変わりし

ているようです｡ 思っていた以上に勉強が忙しくて他

のことができない, という声を聞くことは確かに少な

くありませんが｡

あるいは ｢人間関係｣ がオプションになっている

ような現実があるのでしょうか｡ 全学教育の授業で,

�友人関係が深まると必ずズレや期待はずれ, ぶつか

る事態が起こる｡ それは避けえないもので, そのとき

にどう対処するかで関係は深まりも壊れもする�とい

う話をしたところ, ｢友達と喧嘩することはありえな

い｣ という反応が複数返ってきました｡ 友達とのやり

とりでズレを感じて不満が湧いてきて…ということは

日常的にあるはずだと思うのですが, それが顕在化す

る前に未然に (自分の中で) 防ぐ, ということなので

しょう｡ そうした �滑らかな�人間関係には, 手応え

は少ないのかもしれません｡
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忙しすぎて余裕がなかったり, �大学という場所は

こういうところだ��自分はこういう人間だ�と ｢狭

い概念 (先入観)｣ を固くもちすぎると, 異なる発想

を受けつけることは難しくなります｡ 曖昧な事態の中

で自由に ｢遊べること｣ は, すこし余裕がないとでき

ないことだろうと思います｡

ところで大学生活は, 皆さんの想定内で進んでいま

すか｡ 予想の範囲内にほどほど入っていれば, まあ充

実した, 自分のコントロール感を保てた生活になるで

しょう｡ 一方で, 想定外のことが起きたり, 自分でも

驚くほど何かにのめり込んでしまう, というようなこ

ともあるでしょう｡ そんなときに, 限界性や違う世界

に触れることを通して, 自分の中心となるものが形づ

くられていくように思います｡ 想定外のことが起きた

ときに自分がどうなるか ―それはとても苦しい, 困

ったことかもしれませんが― おもしろい事態ではな

いでしょうか｡(学生生活・修学相談室 カウンセラー)
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学生生活・修学相談室には常任相談員 (カウンセラー：３名) の他に､ 各学部・学府の相談員の先生方が

います｡ 履修や専門領域の修学上の相談などについて､ 必要に応じて紹介ができるようになっています｡
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文 学 部 助教授 岡 崎 敦

教 育 学 部 教 授 田 嶌 誠 一

法 学 部 助教授 武 内 謙 治

経 済 学 部 教 授 中 井 達

理 学 部 助教授 若 狭 智 嗣

理 学 部 教 授 久 下 理

理 学 部 助教授 池 田 剛

理 学 部 教 授 綿 谷 安 男

理 学 部 助教授 谷 村 禎 一

医 学 部 教 授 吉 田 眞 一

医 学 部 教 授 佐々木 雅 之

医 学 部 教 授 松 崎 彰 信

歯 学 部 教 授 中 村 誠 司

歯 学 部 教 授 二ノ宮 裕 三

薬 学 部 助教授 西 田 基 宏

工 学 部 助教授 赤 司 泰 義

工 学 部 教 授 和 田 清

工 学 部 教 授 片 山 佳 樹

工 学 部 教 授 島 谷 幸 宏

工 学 部 助教授 武 部 博 倫

工 学 部 助教授 和 泉 直 志

芸術工学部 教 授 包 清 博 之

芸術工学部 助教授 竹之内 和 樹

芸術工学部 助教授 伊 原 久 裕

芸術工学部 助教授 尾 本 章

芸術工学部 助教授 鶴 野 玲 治

農 学 部 教 授 大 庭 道 夫

比較社会文化学府 教 授 高 野 信 治

人間環境学府 教 授 大 神 英 裕

数 理 学 府 教 授 綿 谷 安 男

システム情報科学府 教 授 赤 岩 芳 彦

総合理工学府 教 授 永 島 英 夫

21世紀プログラム 教 授 副 島 雄 児

学生生活･修学相談室のホームページ
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昨年10月, 伊都キャンパスに ｢分室｣ がオープンしました｡ 移転をめぐる生活上の不安や修学環境の変化などに

ついても, 相談を受けつけています｡ どうぞお気軽にご利用ください｡

開室日 月水木 13：00～17：00

����802‒3305 (開室時間内)



� ����� 2006.9.29

�������

��������	
��
����������

�������������� �������!"


#$%&'(%)*����+,�-./0�12

34 ��#�.�56�7%�89:&;<� =

>	�#�"?@A�

!A*B�C�
=�DEF�G.H������

	I�*J��?>�KL&�MNO"	�PQRS

HT�UV"	I�*H��*.�W�X�G.H�

P��Y%ZZ[�Q��\]�R��^%_`a�

S��bcd(%e�f?=HT��g�D*�I�

*H��hi����jkl."l� ��Jm� 

��n�op�q
�� �

r�Bst�G.ZZ[�uJ*�#��� �!

"*��vwxV���l�!"�y�zp�{.*

� |}��y�~�.*� ��>�����l�

#ZZ[�g �
��?� ���������!

A*H�f� ��C�?	�� =��I����

l� ��Jm� ��>�

#����F�� 
������f"�����

=�g��l������ZZ[�{�������

!�������,����
���jkl."	q


<
��?>�

��s��6 � ����

(表 紙)

(裏表紙)
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第50回田島寮寮祭を終えて…………中野 一静… 2

田島寮寮祭を振り返って……………� �… 4

第50回田島寮寮祭に寄せて…………樋渡 和浩… 5

����� ��

ドイツ・インターンシップ研修旅行記

笹部 誠子… 6

国際協力を学ぶ………………………小松 太郎… 8

ハンガリー共和国セメルワイス大学

体育スポーツ科学部滞在記……熊谷 秋三…10

������  !

“ＥＴＯＩＬＥＳ (エトワルズ)”紹介

原 幸子…12

Ｑｐｉｃ (九大物理研究部) とは？

林 久美子…13

ＴＡというもの ～教えることから学ぶこと～

岩谷 有祐 平野 晋一…14

英語の新カリキュラム2006について 志水 俊広…16

Ａ Ｐ��������Ｅ���	�
を使った英語Ⅰ

を受講して 藤田 一希 大塚友希美…17

Ｒ�������Ｗ�	��を使った英語ⅡＡ

を受講して 南 侑奈 木場 健吾…18

ＩＴＯ Ｎｅｗ Ｃａｍｐｕｓ………………………19

映画の世界

～佐々部清監督が開く創造の扉～ 鈴木 右文…20

｢専門｣ 呪縛からの開放：私が私らしく学ぶ

長野 剛…22

想定外のおもしろさ

－学生相談カウンセラーからのメッセージ－

田中 健夫…24

投稿・写真歓迎

編集委員会では���	
への投稿, 紙面を飾る写真を募集しています｡ あなたが関わっている様々な活動, 六本松地区や

｢全学教育｣ にまつわる出来事, 六本松の思い出など, 六本松や ｢全学教育｣ に関するものであれば何でも結構です｡

表紙写真も, キャンパスでのもの, 旅先でのものをはじめ, あなたの作品, ぜひ紹介したい知り合いの作品など, 広く募集

しています｡ 応募, 推薦の対象は六本松や ｢全学教育｣ に関わりのある全ての方です｡

�����学生モニター募集

編集委員会では���	
に対する学生の意見・要望を聞くためにモニターを募集しています｡ また学生編集委員も募集して

います｡ 募集は常時行っています｡

投稿, 写真, 学生モニター・編集委員の応募は下記で受け付けます｡

編集委員 池田 伸夫 (工 学�642�3763) 石井 豊 (数 理�726�4722) 一宮 厚 (健 セ�583�7858)

(06年度) 伊原 久裕 (芸 工�553�4514) 大石 一夫 (事務室�726�4582) 大津 隆広 (言 文�726�4668)

小山 紘三 (高推セ�726�4585) 瀧本 太郎 (経 済�642�2485) 田中 健夫 (高推セ�642�4802)

西野 常夫 (比 文�642�4600) 宮本 智文 (薬 学�642�6636)

学部教育係 (事務室�726�4872)
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

暑さの中にも秋を感じる今日この頃です｡ 長い大学の夏休み, みんなどのように過ごしたのでしょう｡ 今

年は随分暑い夏でした｡ 夏を満喫した人もいれば, 通常はできない研究や勉学に励んで意義ある時間を送っ

た人もいるでしょうし, 夏バテになってしまった人もいるかも知れません｡

健康相談室に疲れや適応障害で来談する学生さんは年々増えてきていますが, 休み期間に十分な休養をと

って回復し, 休みの後はもう治療に来られなくなる方も少なくありません｡ 休養して心の余裕を回復するこ

とは, やっぱりとても大切なことです｡ 上手な養生は医者いらずの鉄則ですね｡

学生さん, それに教職員の方々も, 長い特別な時間をもてる大学の利点を上手に利用して, また充実した

半期を元気に過ごされますように…｡ (��)
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